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お車でお越しの方

公共交通でお越しの方

たかむろ

※乗り合いバスについて

《お問い合わせ》

JR観音寺駅また豊浜駅から、のりあいバス五郷高室線に乗り、

運転手に目的地を告げて下さい（１日４便／どこでも乗り降り自由）。

公共交通をご利用の方は、ダイヤの変更等、予め HPでご確認下さい。

観音寺市 HP　http ://www.city.kanonji.kagawa.jp/kurasi/30/90.htm l
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人のつながりが深深い
五郷では、獅子舞や百々手など、それ

ぞれの集落で行う固有の伝統行事が

多く残っています。こうした伝統行事

を通して、集落の人々のつながりは

大変深いものとなっており、助け合い

の精神が現在に継承されています。

採れたての野菜、米を味わう
お米、タマネギ、大根、白菜、レタス、

キャベツなどなど、五郷の山々が

清らかにした水と土で、五郷の人達

は採れたてでおいしい野菜とお米

をよく食べています。　　

最近、五郷では昔よりホタルがた

くさん舞うようになりました。

ホタルがたくさんいるという

ことは、流れる川の水がきれい

な証拠です。ダムの上流ならで

はの風物ですね。

山菜で賑わう里山

ホタルが輝く清流の郷

暮らしを彩る四季の風景

五郷では四季を通じて山の恵

みがあります。春には、ワラビ、

イタドリ、フキ、ゼンマイ、タケ

ノコなど、多くの山菜で賑わ

い、特にタラノメの天ぷらは絶

品です。

春の桜、初夏の若葉、秋の紅葉、

冬の雪景色、夜には降るがごと

く見える星空、時間と季節の移

り変わりの中で五郷の人達は

暮らしています。



約800人（2020年現在）
約31Ｋ㎡、観音寺市のおよそ4分の1を占める。
香川県の西端、四国のほぼ中央に位置し、愛媛県四国中央市
と徳島県三好市に隣接。井関、内野々、田野々、有木・落合、海
老済・石砂の5つの地区から成る。
中世には人が暮らしていたとされており、1600年代前半に5
つの村となっていた。明治期までは、五箇山とも呼ばれていた。

みかん、米、タマネギ、シイタケ、シャシャキ、ハナマツ、
サカキ、手作りコンニャク、五郷水車米

五郷水車、井関池、豊稔池ダム、五郷ダム、
雲辺寺ロープウェイ、法泉寺の紅葉など

★五郷水車

JA香川五郷支所



孫嫡子神社
全国でわずか10社、四国で
は唯一の天然痘を癒す神社
としてあがめられている。

納涼祭は、毎年８月第１日曜日に、旧
五郷小学校運動場と五郷活性化セン
ターで行われます。そうめん流し等の
バザーや、盆踊り・花火で盛り上がり
ます。

地元の口コミ



西山と北尾と呼ばれる地区から見渡す
瀬戸内海や観音寺の夜景は絶景

西向観音堂は、個人
が管理している観音
堂ですが、毎月旧暦
１７日には、多くの方
がお参りします。

夕日もきれい！

地元の口コミ



地元の口コミ



地元の口コミ



徳島県との県境の谷間に侘む海老済集落。

地元の口コミ

神社の由来等を日本語と英語で
表示した棒賀神社の手作り看板。
ぜひ見てみての！
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●過去５年間で、２つの「五郷」が消えました。

１つは、「地図上」の五郷。2005 年 10 月、大野原町と観音寺市との合併に

より「五郷」という地名はなくなりました。もう一つは、「五郷小学校」の廃

校です。2006年3月、児童数の減少により131年の歴史に幕を閉じました。

五郷小学校は、単に教育機関としての場だけでなく、５つの地区の人たち

を結びつけるコミュニティの中心であり、PTAや運動会など、小学校に通

う子どもたちを通じて培ってきた大人たちの交流の場でもありました。

地名とは、単に土地の「呼び方」を表すだけでなく、「共同体」としての目印

であり、そこに暮らす人たちのアイデンティティでもあります。２つの

ものなのです。

そこで私たちは、五郷に住んでいる人たち（＝五郷人）に、「五郷ってどん

な地域なのだろう」「五郷はこれからどうすべきなのだろう」と問いかけ

てみました。それは、住民ひとり一人の豊かさの基準を見直すことでもあ

ります。モノの豊かさからこころの豊かさへ。人と人との関わり方が問わ

れている今だからこそ、みんなで考える必要があるのかもしれません。

いま、五郷の つながりが問われています。

● 五郷人の３人に1人は６５歳以上

現在、五郷地区の人口は 979 人（2011 年 1 月時点）。ち

なみに、大正時代は約 1500 人、戦後（1950 年）は 2000

人に達しており、ピーク時のおよそ半数以下まで減

少しています。また、65 歳以上の高齢者の割合は

35.6％。香川県 25.8％、全国平均 23.1％と比べると、か

なり高齢化の進んだ地域と言えます。国の推計によ

れば、25 年後には香川県の人口は 100 万人から 80 万

人に減ると予測されていますが、五郷地区はさらに

速い速度で人口減少が起きると考えられます。

●五郷人は現状を「やや危機的」と感じている

五郷地区に対する問題意識度について聞いたとこ

ろ、平均は 2.84 で「やや危機的」。しかし、有木落合、海

老済、田野々では「危機的」（問題意識度４）の割合が

多く、平野部から遠い集落ほど危機感が高いことが

わかります。また、具体的な問題として一番多かった

のは「少子高齢化」、続いて「人口減少」「農林業の衰

退」。その背景には、林業やミカン栽培といった五郷

の基幹産業の衰退があります。五郷の経済を担い、子

どもを産み育てる世代が、住みたくなる環境をつく

るにはどうすればいいか。手遅れになる前に、今こそ

真剣に考える必要があります。

（１）五郷の現状

有効回答数 186／280世帯アンケート結果

※ ここで用いているデータは、香川大学経済学部西
成研究室が五郷地区全世帯を対象として2010年 12
月にアンケート調査をした結果の一部です。
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「5つの地区の人たちが気軽に集まれる場を」と佐伯眞
誌さんが2007年に発足した「五郷わらび会」では、五郷
の山の幸を使って、春はイタドリの加工品、秋はコンニャク
を作り、地域のイベントや産直市場などで販売しています。
五郷に自生するイタドリは、収穫後、丁寧にあくを抜いて
下処理し、冷凍保存で提供しています。またコンニャクは、
会員が栽培したコンニャク芋でつくった100%メイドイン
五郷。手作りならではの独特の歯ごたえが人気です。

イタドリと手作りコンニャクが五郷名物に

● お宿

● お買い物

● お食事

・民宿 藤岡  （TEL 0875-54-4418、携帯 090-8697-2660）
野菜や梅の収穫体験も出来る。

コンニャク芋の畑 コンニャクを十分に茹でる

山から採ってきたイタドリ 皮ムギはみんなで一緒に
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